
一

新
町
の
形
成

大
阪
市
史
第
五

に
よ
る
と
、
新
町
の
始
り
は
、
太
閤
様
よ
り
天
正
十
三
年

三
月
に
御
赦
免
に
な
っ
た
遊
所
、
元
和
二
年
二
月
に
大
阪
で
町
割
り
を
す
る
と
同

時
に
瓢
箪
町
、
佐
渡
嶋
町
は
寛
永
の
頃
上
博
労
町
よ
り
来
た
。
吉
原
町
は
正
保
慶

安
の
間
に
天
満
吉
原
町
よ
り
引
っ
越
し
、
新
堀
町
・
新
京
橋
町
は
元
和
か
ら
寛
永

の
頃
阿
波
座
堀
阿
波
座
町
よ
り
引
っ
越
す
、
佐
渡
屋
町
は
佐
渡
屋
忠
兵
衛
が
申
請

し
て
開
け
た
が
九
軒
町
は
不
明
。
瓢
箪
町
の
由
来
は
、
太
閤
様
よ
り

御
馬
印
千

成
ひ
さ
ご
大
馬
印

を
立
て
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
名
前
を
合
わ
せ
て
新
町

と
唱
え
た
。
（

）

佐
古
慶
三

大
阪
町
名
考（

）

で
は
、

佐
渡
島
町
は
佐
渡
島
勘
右
衛
門
移
住
し
来
り
開
き
し
傾
城
町
で
あ
る
。
九
軒

町
は
玉
造
九
軒
茶
屋
の
移
住
。
揚
屋
斗
り
存
せ
し
か
ば
揚
屋
町
の
異
名
。

新
堀
は
安
治
川
の
旧
名
。
其
南
岸
に
は
脂
粉
女
多
く
船
員
舸
子
を
對
ふ
。
他

の
岡
場
所
と
違
ひ
歌
妓
と
娼
婦
を
兼
ぬ
。

新
町
は
元
和
、
寛
永
の
頃
宮
家
の
勧
誘
に
依
り
て
、
市
内
に
散
在
せ
る
遊
里

此
地
に
集
る
。
先
づ
蘆
葦
を
刈
り
田
圃
を
拓
き
て
新
に
町
を
作
る
。

浪
花
遊
里
風
俗
篇（

）

で
も
同
様
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
大
阪
町
鑑

に

新
町
の
印
を
見
る
と
、
九
軒
町
・
吉
原
町
・
新
堀
町
・
新
京
橋
町
は

印
（
北

組
）、
佐
渡
屋
町
・
佐
渡
嶋
町
・
瓢
箪
町
は

（
南
組
）
印
に
な
っ
て
い
る
。

大
正
時
代
の
新
町
娼
妓

小

田

忠



二

新
町
の
諸
相

新
町
細
見
と
し
て
、
つ
ま
し
る
し

が
あ
り
、
新
町
の
風
景
は

摂
津
名
所

図
会

に
描
か
れ
、
狂
歌
で
も
新
町
が
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
維
新
後
、
新
町
を
取

り
囲
む
環
境
が
か
わ
り
貸
座
敷
業
と
し
て
延
命
す
る
が
、
こ
れ
は
明
治
初
年
の
法

令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
生
き
抜
い
た
新
町
の
関

係
者
の
座
談
会
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
ま
ご
ま
と
し
た
史
料
で
し
か
新
町
の
諸
相

を
抽
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
吉
原
に
も
似
た
よ
う
な
要
素
が
あ
り
、
吉
原
も

歴
史
的
に
は
四
期
に
分
け
ら
れ
る
が
、
実
態
は
吉
原
を
一
つ
と
し
て
描
い
て
い
る
。

そ
れ
で
も
吉
原
の
四
季
を
知
る
に
は

青
楼
年
中
行
事

が
あ
り
、
吉
原
の
一

日
を
描
い
た

吉
原
十
二
時

が
あ
る
。
し
か
も
狂
歌
が
数
百
首
付
い
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
新
町
に
は
こ
の
よ
う
な
史
料
は
少
な
い
。
た
だ
吉
原
も
新
町
も
公
許

で
あ
っ
た
点
か
ら
、
太
夫
の
芸
は
古
来
か
ら
の
遊
女
の

接
待
と
し
て
の
系
譜

を
引
き
ず
っ
て
い
る
。

新
町
遊
廓
と
廓
外
と
の
通
路
は
瓢
箪
町
の
西
端
に
一
ヶ
所
し
か
な
か
っ
た
が
、

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
東
端
に
も
設
置
し
、
東
西
の
両
大
門
が
一
本
に
つ
な

が
っ
た
。
門
内
の
番
所
に
は
突
棒
・
刺
又
・
十
手
な
ど
が
並
べ
て
あ
り
、
何
が
起

こ
っ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
警
戒
し
て
い
る
。

し
か
し
、
享
保
九
年
の
大
火
災
後
は
廃
止
に
な
っ
た
。
寛
文
六
年
十
二
月
八
日

の
出
火
は
、
同
日
戌
ノ
刻
よ
り
翌
日
巳
ノ
刻
ま
で
、
実
に
百
四
十
二
町
八
千
五
百

二
十
七
軒
に
及
び
、
全
市
の
四
分
の
一
を
焼
い
た
。
こ
の
大
惨
事
の
教
訓
と
し
て

廓
内
に
五
ヶ
所
の
非
常
用
の
門
を
設
け
、
通
称

蛤
門

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ

の
意
味
は
、
焼
け
ば
開
く
と
の
意
味
だ
が
、
大
阪
人
の
洒
落
ッ
気
が
よ
く
で
て
い

る
。
も
う
一
つ
は
町
奉
行
所
よ
り
夜
店
の
禁
止
を
受
け
、
遊
客
を
廓
内
に
入
れ
る

の
は
早
朝
か
ら
で
、
暮
六
ッ
時
前
に
追
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

新
町
廓
は
周
囲
に
溝
渠
を
め
ぐ
ら
し
他
町
と
区
別
し
、
亥
ノ
上
刻
を
門
限
と

し
、
門
限
に
な
る
と
太
鼓
で
瓢
箪
町
か
ら
順
番
に
廓
中
諸
町
に
廻
報
す
る
。
門
限

の
時
刻
も
い
つ
し
か
緩
ん
で
子
ノ
上
刻
と
な
っ
た
。

所
用
が
あ
っ
て
往
来
す
る
者
は
昼
夜
出
入
り
を
許
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら

に
紛
れ
て
入
り
込
ん
だ
遊
客
を
発
見
し
た
ら
、
年
寄
・
揚
屋
・
五
人
組
は
そ
の
罪

か
ら
逃
れ
る
事
が
で
き
な
い
。

延
宝
四
年
に
な
り
、
毎
年
三
月
朔
日
よ
り
十
月
末
日
ま
で
の
夜
店
が
許
可
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
三
月
朔
日
が
改
ま
り
正
月
元
日
と
な
り
、
更
に
享
保
年
間
に
は
、

十
一
月
十
二
月
も
許
可
さ
れ
た
。

大
阪
で
傾
城
町
と
云
わ
れ
る
の
は
新
町
に
限
ら
れ
て
い
る
。
傾
城

と
呼
び

遊
女

と
称
さ
れ
る
の
は
、
新
町
の
揚
屋
の
抱
女
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
以
外
に
茶
屋
に
茶
立
女
が
い
て
、
風
呂
屋
に
髪
洗
女
が
い
る
。
こ

れ
ら
の
女
性
は
、
遊
女
と
は
呼
ば
れ
な
い
が
同
じ
事
を
し
て
い
る
。

町
人
の
衣
食
住
に
関
わ
る
制
限
は
第
一
期
に
見
え
、
遊
女
と
い
え
ど
も
刺
繍
・

鹿
の
子
・
金
入
の
美
服
を
纏
う
の
を
禁
じ
ら
れ
、
茶
立
女
、
髪
洗
女
は
木
綿
の
外

着
用
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
新
町
界
隈
の
様
子
は
、
新
町
橋
よ
り
東
に
、
順
慶

町
筋
心
斎
橋
ま
で
三
町
あ
り
、
こ
の
間
は
、
酉
ノ
刻
よ
り
亥
ノ
下
刻
ま
で
往
来
の



人
は
絶
え
ず
、
新
町
橋
よ
り
西
を
見
れ
ば
、
床
髪
結
・
辻
八
卦
・
銭
屋
・
鬢
付

店
・
葉
煙
草
屋
等
が
南
北
に
立
ち
並
び
、
ま
た
、
東
西
の
大
門
に
は
、
瓢
箪
・
佐

渡
島
・
新
京
橋
・
新
堀
・
葭
原
の
五
町
よ
り
十
三
人
の
役
人
を
出
し
、
交
代
で
間

違
い
が
起
き
な
い
よ
う
に
警
戒
し
て
い
る
。
元
禄
十
年
の
揚
屋
二
十
八
軒
、
茶
屋

四
十
九
軒
、
太
夫
引
舟
各
二
十
九
人
、
天
神
五
十
四
人
、
鹿
子
位
四
十
四
人
、
局

女
郎
六
百
六
十
七
人
が
い
た
と
云
う
。

（

）（

）

大
阪
で
は
官
許
の
遊
女
町
は
新
町
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
は
隠
売
女
で
、

茶
立
女
・
髪
洗
女
の
名
を
以
て
揚
屋
遊
女
に
等
し
き
営
み
を
し
て
い
た
。
こ
の
女

よ
り
下
の
ラ
ン
ク
で
は
、
惣
嫁

白
ゆ
も
じ

と
称
し
、
こ
の
女
共
は
町
々
に

放
逐
を
命
じ
た
。
し
か
し
、
茶
屋
・
風
呂
屋
に
つ
い
て
は
、
歴
史
も
あ
り
、
し
か

も
、
三
郷
古
町
・
新
地
・
請
負
地
・
町
続
・
在
領
と
範
囲
が
広
い
た
め
簡
単
に
改

革
が
で
き
ず
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
八
月
に
先
ず
、
彼
ら
に
転
業
を
促

し
、
そ
の
期
限
を
来
年
正
月
に
定
め
た
。

抱
女
を
傾
城
町
に
住
み
替
え
さ
せ
て
も
よ
し
、
自
ら
傾
城
町
の
人
別
に
加
わ
り

遊
女
屋
業
を
営
ん
で
勝
手
次
第
と
し
た
が
、
同
年
の
冬
に
な
っ
て
も
す
す
ま
ず
仕

方
な
く
延
期
願
い
を
出
し
て
も
受
納
し
な
か
っ
た
。
も
し
、
見
か
け
だ
け
の
転
業

で
煮
売
屋
料
理
屋
の
名
義
に
て
曖
昧
な
婦
女
を
抱
え
て
い
れ
ば
、
そ
の
罪
は
家
主

町
役
人
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

結
局
う
ま
く
い
か
ず
、
新
堀
・
曾
根
崎
新
地
・
道
頓
堀
の
三
ヶ
所
に
飯
盛
女
附

旅
籠
屋
を
許
可
し
、
曖
昧
な
る
婦
女
を
抱
え
置
か
な
い
こ
と
と
し
た
。
天
保
十
四

年
（
一
八
四
三
）
十
月
に
道
頓
堀
は
、
芝
居
町
だ
か
ら
立
慶
町
・
吉
左
衛
門
町
・

元
伏
見
坂
町
・
難
波
新
地
一
丁
目
の
旅
籠
屋
を
禁
じ
、
芝
居
茶
屋
に
転
業
す
る
の

を
許
し
、
芝
居
茶
屋
以
外
に
芝
居
見
物
席
の
直
取
引
を
行
う
の
を
禁
じ
た
。
旅
籠

屋
を
泊
茶
屋
、
抱
女
を
飯
焼
女
と
称
し
泊
茶
屋
の
数
を
減
ら
さ
ず
飯
焼
女
の
総
人

員
を
定
め
た
。

新
堀
は
百
三
十
二
人
曾
根
崎
新
地
四
百
三
十
一
人
道
頓
堀
八
百
一
人
と
し
、
飯

焼
女
に
華
美
な
服
装
を
さ
せ
、
外
泊
は
禁
じ
た
。
幕
末
ま
で
禁
令
が
出
た
所
、
表

口
に
宿
屋
渡
世
の
看
板
を
掲
げ
、
内
実
は
泊
茶
屋
同
前
の
業
を
営
み
、
隠
売
女
の

小
宿
を
な
す
者
も
い
た
。

（

）

明
治
に
入
り
貸
座
敷
業
と
名
を
変
え
て
営
業
を
し
て
い
る
。
商
工
技
芸
浪
華

の
魁（

）

に
よ
る
と
、

〔
西
区
の
部
〕

席
貸
業

北
堀
江
下
通
二
丁
目

熊
野
屋
事
熊
谷
い
と
、
席
貸
業

松
島
中
丁

一
丁
目

大
瀧
事
本
澤
重
右
衛
門
、
席
貸
業

新
町
南
通
一
丁
目

河
条
楼
事
大

林
長
次
郎
、
席
貸
業

新
町
南
通
二
丁
目

小
山
長
蔵
、
席
貸
業

北
堀
江
下
通

二
丁
目

山
形
屋
、
席
貸
業

北
堀
江
下
通
二
丁
目

井
筒
屋
、
席
貸
業

北
堀

江
上
通
二
丁
目

木
谷
、
席
貸
業

北
堀
江
下
通
三
丁
目

油
屋
事
丹
羽
宗
次

郎
、

席
貸
業

新
町
通
二
丁
目

木
ノ
本
楼
事
黒
田
槌
太
郎
、
席
貸
業

北
堀

江
下
通
三
丁
目

江
島
常
七
、
席
貸
業

北
堀
江
下
通
三
丁
目

京
げ

、
席
貸

業

北
堀
江
下
通
二
丁
目

紀
ノ
佐
事
岡
村
佐
兵
衛
、
席
貸
業

北
堀
江
下
通
三

丁
目

ま
る
佐
、
席
貸
業

松
島
中
ノ
丁
二
丁
目

甲
子
楼
事
咲
田
菊
松
、
席
貸

業

新
町
北
通
二
丁
目

吉
田
楼
事
木
村
喜
右
衛
門
、
席
貸
業

北
堀
江
下
通
二

丁
目

若
島
屋
、
席
貸
業

新
町
南
通
二
丁
目

茨
木
楼
事
長
井
四
郎
三
郎
、
席

貸
業

北
堀
江
上
通
二
丁
目

竹
ひ
さ
、
席
貸
業

新
町
南
通
二
丁
目

木
原
茂

大正時代の新町娼妓



兵
衛
、
席
貸
業

新
町
北
通
二
丁
目

神
崎
楼
事
堀
田
清
右
衛
門
、
席
貸
業

新

町
通
二
丁
目

米
田
谷
蔵
、
席
貸
業

松
島
中
ノ
丁
一
丁
目

木
本
與
三
郎
、
席

貸
業

松
島
中
ノ
丁
一
丁
目

奥
村
卯
之
松

〔
南
区
の
部
〕

い
け
吉

難
波
新
地
中
筋
東
、
冨
田
屋

道
頓
堀
戎
橋
北
詰
、
菊
寿
り
き

難

波
新
地
二
番
丁
、
大
橋

難
波
新
地
九
郎
右
衛
門
町
、
大
鶴

難
波
新
地
中
筋
、

三
栄
事
清
水
亀
吉

難
波
新
地
一
番
丁
、
玉
虎
事
中
林
由
松

難
波
新
地
一
番

丁
、
宮
川
與
三
郎

難
波
新
地
一
番
丁
、
竹
葉
屋

難
波
新
地
中
筋
、
竹
島

難

波
新
地
中
筋
東
、
大
七

難
波
新
地
九
郎
右
衛
門
町
、
備
前
屋
事
野
崎
弥
兵
衛

難
波
新
地
一
番
丁
、
川
て
ん

事
難
波
新
地
二
番
丁
、
松
力
日
本
橋
北
詰

大
坂
穴
探（

）

は
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
発
行
さ
れ
、
明
治
初
期
の
新

町
の
様
子
が
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
期
に
太
夫
・
天
神
と
呼
ば
れ
て
い
た
号
が
な
く
な
り
、
マ
ン
タ
・
囲
と

な
っ
た
。
艶
美
な
る
品
格
も
落
ち
た
。
マ
ン
タ
は
上
等
娼
妓
で
囲
を
下
等
娼
妓
に

分
け
ら
れ
、
囲
も
赤
襟
・
若
中
詰
・
中
詰
・
前
帯
に
分
か
れ
る
。
マ
ン
タ
の
見
か

け
は
、
帯
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
、
大
道
臼
尻
を
隠
す
が
、
囲
は
芸
妓
の
風
で

見
た
感
じ
は
悪
く
な
い
。
マ
ン
タ
の
線
香
代
一
本
が
十
二
銭
五
厘
で
、
客
か
ら
聘

さ
れ
れ
ば
、
送
込
み
二
本
と
な
り
、
一
夜
と
な
る
と
一
本
を
追
加
す
る
。
囲
は
線

香
代
一
本
が
六
銭
で
、
送
込
み
五
本
と
な
る
。

客
が
マ
ン
タ
茶
屋
で
遊
び
囲
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
る
が
、
囲
茶
屋
で
遊
ぶ
も
の

は
マ
ン
タ
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
囲
茶
屋
の
芸
妓
が
マ
ン
タ
茶
屋
の
招
き
に

応
ず
る
事
が
で
き
る
が
、
逆
に
マ
ン
タ
茶
屋
の
芸
妓
が
囲
茶
屋
に
は
で
れ
な
い
。

マ
ン
タ
・
芸
妓
を
相
手
に
す
る
の
は
、
中
以
上
の
人
物
、
囲
を
相
手
に
す
る
の

は
書
生
な
ど
の
よ
う
に
お
金
に
限
り
が
あ
る
も
の
。

マ
ン
タ
の
生
活
を

上
方

号（

）

よ
り
紹
介
す
る
。
こ
の
引
用
文
は
九
軒
の
吉

田
屋
に
お
い
て

新
町
廓
座
談
会

を
開
き
、
出
席
者
は
南
木
他
十
一
名
だ
が
、

四
名
を
除
い
た
七
名
は
新
町
関
係
者
で
、
そ
の
顔
ぶ
れ
は
、
吉
田
屋
主
人
木
村
喜

左
衛
門
、
同
令
息
木
村
喜
行
、
同
主
人
令
姉
木
村
よ
し
、
元
新
町
住
人
森
川
権
兵

衛
、
元
新
町
茶
屋
主
人
井
葉
野
華
兄
、
元
新
町
住
長
門
太
夫
孫
樋
口
清
三
、
元
太

夫
附
禿
老
妓
亀
吉
、
元
幇
間
叶
丸
中
島
鶴
松
な
ど
、
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
の

話
し
に
よ
る
と
、
マ
ン
タ
の
姿
で
頭
髪
は
大
島
田
、
鈑
漿
を
つ
け
、
裲
襠
を
着
て

座
敷
に
出
る
。
当
時
の
マ
ン
タ
の
勢
力
に
つ
い
て
、
幇
間
仲
間
は
礼
儀
と
し
て
マ

ン
タ
を
追
い
抜
く
事
は
し
な
か
っ
た
。
マ
ン
タ
は
明
治
三
十
年
頃
ま
で
存
在
し
て

い
た
、
と
の
こ
と
。

ま
た
、
か
し
の
式

は
、
客
が
見
え
る
と
お
茶
屋
の
お
ち
ょ
ぼ
さ
ん
が
店
に

走
り
ま
す
。
店
で
あ
い
て
い
る

マ
ン
タ

を
み
ん
な
茶
屋
に
行
か
せ
、
禿
は

マ
ン
タ

の
小
道
具
入
れ
を
持
参
す
る
の
が
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。
客
は

マ

ン
タ

の
源
氏
名
を
控
え
、
気
に
入
れ
ば

印
を
つ
け
、
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
別

な
妓
を
呼
べ
る
。
気
に
入
れ
ば
お
茶
屋
か
ら
店
に
伝
え
、
禿
は
仲
居
さ
ん
の
所
へ

行
き
、
自
分
持
ち
の

マ
ン
タ

の
客
に
な
る
人
の
名
を
尋
ね
、
マ
ン
タ

に

知
ら
せ
る
。
マ
ン
タ

は
自
分
の
客
と
決
ま
っ
た
人
の
後
ろ
へ
座
り
盃
事
を
す

る
が
、
盃
事
の
世
話
は
芸
妓
の
役
に
な
っ
て
い
る
。

盃
が
済
め
ば

マ
ン
タ

は
別
部
屋
へ
行
き
、
禿
は
枕
箱
を
持
っ
て
部
屋
を
取

り
に
行
く
。
こ
の
時
誰
で
も
良
い
部
屋
を
取
り
た
い
か
ら
、
競
争
す
る
。
部
屋
が



き
ま
る
と
、
煙
草
盆
を
置
き
、
客
を
案
内
し
、
ぶ
ゞ
を
出
す
。
マ
ン
タ

は
着

替
え
を
す
ま
せ
て
寝
間
に
入
る
。
禿
は
暫
く
し
て

お
帰
り
で
す
か
、
お
泊
ま
り

で
す
か

と
尋
ね
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
帳
場
へ
伝
え
る
。
行
灯
に
油
を
入
れ
、
煙

草
盆
に
火
を
入
れ
、
客
の
注
文
に
よ
り
酒
や
菓
子
を
運
び
、
用
事
が
な
く
な
っ
て

か
ら

も
う
仕
舞
う
て
、
帰
な
し
て
も
ら
ひ
ま
す

と
言
っ
て
店
に
帰
る
。
そ
し

て
泊
ま
り
客
に
は
朝
迎
え
に
行
く
。

三

娼
妓
を
取
り
巻
く
経
済
環
境

遊
女
に
対
し
て
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
遊
女
は
薄
幸
で
家
族

の
犠
牲
者
に
な
っ
て
い
る
。
事
実
は
そ
の
通
り
で
、
遊
女
の
本
な
り
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
の
遊
女
の
生
活
は
苦
し
く
、
読
者
・
視
聴
者
の
涙
を
誘
っ
て
い
る
。
遊
女
が

薄
幸
で
あ
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
十
一
才
か
ら
十
三
才
ぐ
ら
い
で
、
廓
に
年
季
奉

公
に
出
る
。
ま
だ
、
初
潮
を
迎
え
て
い
な
い
彼
女
の
仕
事
は
、
店
の
雑
用
に
使
わ

れ
、
子
守
・
掃
除
・
使
い
走
り
な
ど
で
あ
る
。
店
に
と
っ
て
稼
が
な
い
彼
女
に

は
、
食
事
代
が
か
さ
む
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
い
く
ら
勉
強
が
好
き

で
も
、
学
校
な
ど
行
か
せ
て
も
ら
え
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

結
果
と
し
て
教
養
を
持
て
な
い
し
、
廓
と
い
う
小
さ
な
枠
組
み
の
中
で
遊
女
や

遣
手
、
女
将
・
楼
主
達
が
廓
の
生
活
史
を
身
を
持
っ
て
語
り
、
彼
女
は
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
る
。
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
廓
で
の
仕
事
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

別
な
理
由
と
し
て
、
家
族
の
犠
牲
者
と
い
う
立
場
が
あ
る
。
農
業
で
あ
れ
商
家

で
あ
っ
て
も
、
営
み

の
範
囲
で
云
う
と
、
お
金
が
必
要
と
な
り
、
親
が
借
金

を
し
、
借
金
返
済
の
た
め
に
娘
を
売
る
こ
と
に
し
た
。
前
借
金
を
さ
れ
廓
で
働

き
、
早
く
借
金
を
減
ら
し
て
娑
婆
で
暮
ら
し
た
い
思
い
で
生
活
を
し
て
い
る
中
、

本
人
に
内
緒
で
親
が
、
田
畑
の
購
入
目
的
か
、
ま
た
、
小
さ
な
家
屋
の
建
築
や
幼

い
弟
妹
の
教
育
の
た
め
の
借
金
を
す
る
。
悲
劇
な
の
は
、
月
末
に
楼
主
か
ら
そ
の

事
実
を
知
ら
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
我
が
娘
を
廓
に
売
る
行
為
は
、
ど
こ
の
村
落
で

も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
倫
理
よ
り
も
生
活
が
優
先
す
る
の
は
、
現
実
の
姿
と
し

て
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

遊
女
は
、
金
で
縛
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
廓
の
生
活
で
も
縛
ら
れ
て
い

る
。
竹
内
智
恵
子
は
昭
和
を
中
心
に
、
場
所
は
北
の
都
で
あ
る
会
津
の
廓
で
働
い

て
い
た
遊
女
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
を
元
に

鬼
追
い（

）

鬼
灯
火
の
実
は
赤
い

よ（

）

娑
婆
恋
と
り（

）

な
ど
の
著
書
を
著
わ
し
た
。
こ
れ
ら
の
本
の
特
徴
は
、
遊

女
の
気
持
ち
や
日
常
の
遊
女
姿
、
廓
の
内
容
、
女
将
や
遣
り
手
の
姿
も
手
に
と
る

よ
う
に
わ
か
る
。
そ
し
て
、
遊
女
同
士
の
姿
も
興
味
深
か
っ
た
。
遊
女
の
日
常
の

史
料
が
欠
け
て
い
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
聞
き
取
り
調
査
自
体
が
困
窮
極
ま
り
、
辛

く
、
辛
抱
強
い
精
神
と
身
体
か
ら
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
現
実
の
遊
女
の
姿
を
再

構
築
す
る
一
級
の
資
料
か
ら
主
な
記
事
を
引
用
す
る
。

躾

鬼
追
い

喜
佐
の
か
げ
ろ
う
の
様
な
生
毛
の
お
秘
所
に
、
容
赦
な
く
忍
棒
が
突
き
込

ま
れ
た
。
が
、
最
初
の
客
で
暴
れ
ぬ
た
め
に
、
忍
棒
は
、
ほ
ん
の
お
秘
所
の

中
二
寸
程
で
止
め
ら
れ
る
。

幼
い
遊
女
に
は
、
特
に
遣
り
手
が
前
日
そ
の
忍
棒
を
突
き
込
み
、
当
日
動

転
し
た
り
、
客
が
失
敗
に
終
わ
る
ほ
ど
暴
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
儀
式
で

大正時代の新町娼妓



あ
っ
た
。

〔
註
〕
忍
棒
は
桐
の
中
の
木
で
出
来
た
男
性
の
縁
起
。
そ
の
上
に
小
夜
ぎ
ぬ

を
か
ぶ
せ
、
初
め
て
の
娘
が
客
を
取
る
前
に
、
そ
の
感
覚
を
知
る
た
め
に
行

な
わ
れ
た
遊
廓
で
の
一
つ
の
儀
式
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
某
廓
で
は
初
代
女
将

が
上
方
あ
た
り
で
得
た
知
識
を
取
り
入
れ
た
ら
し
い
と
、
遣
り
手
だ
っ
た
人

と
、
語
っ
て
く
れ
た
三
人
の
昔
遊
女
の
話
で
あ
る
。

忍
棒
は
遊
女
に
成
る
た
め
の
教
育
と
云
っ
て
い
い
、
客
に
不
快
感
を
与
え
ず
、

商
品

と
し
て
の
遊
女
誕
生
を
考
え
て
い
る
。

躾

鬼
追
い

客
ど
り
の
夜
、
む
き
み
玉
子
は
禁
止
。
衣
装
の
袖
は
通
し
た
ま
ん
ま
、
細

ひ
も
は
、
前
で
解
け
る
よ
ぅ
に
は
せ
ん
で
、
背
の
方
で
交
差
し
て
は
さ
み
こ

む
、
背
に
結
び
目
は
、
痛
ぅ
ご
ざ
ん
す
か
ら
ネ
。

遊
女
の
食
事
で
臭
う
食
べ
物
は
禁
止
し
て
い
る
。

躾

鬼
灯
火
の
実
は
赤
い
よ

お
ば
や
ん
の
躾
で
、
暇
み
ち
ゃ
足
指
開
く
ク
ン
ネ
ン
や
ら
、
指
で
枕
紙
は

さ
む
ケ
イ
コ
な
ど
し
て
、
足
指
に
力
ば
つ
け
、
足
の
親
指
と
人
指
し
指
で
キ

セ
ル
を
は
さ
み
、
煙
草
す
う
ク
ン
ネ
ン
も
し
ま
し
た
よ
ヮ
、
ウ
ン
ニ
ャ
、
相

手
さ
ま
に
吸
わ
せ
る
ん
だ
さ
ネ
。

そ
れ
も

お
あ
そ
び
の
一
つ
芸
。

な
ん
も
出
来
ぬ
お
人
に
ゃ
、
そ
ん
な
お
慰
め
が
、
と
て
も
エ
ロ
ッ
ぽ
ぅ

て
、
た
ま
さ
か
、
足
指
の
キ
セ
ル
持
ち
上
げ
る
奥
の
院
が
、
チ
ラ
と
拝
め
た

り
も
す
る
で
、
喜
び
な
は
っ
て

。

あ
の
世
界
は
、
お
秘
所
だ
け
じ
ゃ
の
う
て
、
軽
業
の
芸
も
持
っ
と
る
と
、

お
稼
ぎ
上
手
で
あ
っ
た
の
よ
ね
え
。

遊
女
は
茶
・
花
・
短
歌
・
三
味
線
・
物
語
な
ど
豊
か
な
教
養
を
身
に
つ
け
、
接

客
し
て
い
た
。
た
と
え
、
教
養
が
な
く
て
も
、
客
が
喜
ぶ
芸
を
身
に
付
け
て
い
る

と
、
客
が
沢
山
つ
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

躾

娑
婆
恋
と
り

思
い
出
し
た
サ
、
と
っ
て
も
嫌
な
こ
と
だ
つ
た
わ
ネ
。
見
世
に
出
て
何
日

目
や
っ
た
か
、
私
の
下
駄
が
影
も
形
も
見
え
ん
く
な
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
心
あ

た
り
の
場
所
を
探
し
て
見
た
さ
ネ
、
ど
こ
に
も
見
当
ら
な
く
っ
て
泣
き
そ
げ

に
な
っ
た
。

余
程
つ
ろ
ぅ
思
ぅ
た
妓
は
、
裸
足
で
外
に
飛
び
出
た
が
、
ま
ず
は
、
ど
の

妓
も
自
分
の
下
駄
を
探
す
ん
や
ト
。
逃
げ
た
と
て
、
す
ぐ
外
の
常
番
の
男
衆

に
つ
か
ま
る
ん
や
け
ど
、
一
度
は
逃
げ
出
そ
、
思
う
ん
だ
ョ
。

裏
か
ら
回
っ
て
常
番
の
男
衆
に
目
く
ば
せ
し
て
ネ
。
そ
れ
で
、
掴
ま
え
ら

れ
、
ち
い
っ
と
折
檻
さ
れ
、
そ
こ
で
初
め
て
廓
妓
の
さ
だ
め
を
知
り
、
廓
の

掟
も
身
に
痛
み
の
折
檻
で
覚
え
こ
む
。

廓
な
ら
で
は
の
教
育
で
、
先
ほ
ど
の
忍
棒
と
同
じ
で
、
体
で
覚
え
さ
せ
る
。
厳

し
い
環
境
の
廓
で
は
、
折
檻

で
な
い
と
通
用
し
な
い
。

日
常

鬼
追
い

他
人
の
幸
せ
を
喜
ぶ
な
ん
て
、
出
来
ぬ
こ
と
。
自
分
な
が
ら
厭
に
な
る
女

郎
根
性
。
妹
を
見
返
す
に
は
、
金
し
か
な
い
。
そ
う
思
う
て
稼
ぎ
出
し
た
。

世
辞
も
言
え
る
様
に
な
り
、
め
ぐ
り
の
日
だ
と
て
名
指
し
が
有
れ
ば
澄
ま
し



て
出
た
。
遣
り
手
に
習
う
た
薄
絹
で
め
ぐ
り
で
出
る
も
の
を
お
さ
え
こ
ん

で
。
時
に
、
薄
絹
が
取
れ
ず
に
医
者
に
走
っ
た
事
も
あ
る
。

め
ぐ
り

の
日
が
月
五
日
あ
れ
ば
、
年
に
二
ヶ
月
休
む
こ
と
に
な
る
。

借
金
の
返
済
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
日
で
も
早
く
娑
婆
に
出
た
い
彼
女

は
無
理
を
重
ね
て
働
く
こ
と
に
な
る
。

日
常

鬼
追
い

一
番
深
い
傷
、
そ
う
さ
ね
え
、
妹
の
嫁
入
り
だ
言
う
て
母
さ
が
金
借
り
に

来
た
時
か
い
ネ
、
姉
の
お
下
働
き
の
涙
の
金
が
、
い
っ
ぱ
し
の
男
の
女
房
に

な
れ
る
妹
の
祝
い
金
だ
と
思
う
た
時
、
何
で
私
ば
か
り
お
股
開
き
で
仕
送

り
せ
ん
な
ら
ん
の
か
、
妹
に
も
同
じ
事
さ
せ
り
ゃ
良
い

母
さ
に
言
い
た
か
っ
た
が
グ
ン
と
こ
ら
え
た
。
そ
の
分
、
心
に
傷
が
ギ
ィ

と
つ
い
た
。
体
全
部
、
痛
か
っ
た
ョ
。

そ
れ
か
ら
四
年
目
。
私
の
知
ら
ぬ
所
で
、
ま
た
母
さ
が
借
金
、
月
じ
め
に

女
将
さ
ん
か
ら
聞
か
さ
れ
ザ
ク
ッ
。
六
年
年
季
が
三
年
、
二
年
次
々
ふ
え

る
。

何
気
な
い
日
常
で
は
仲
良
し
の
姉
妹
だ
し
、
揉
め
事
が
あ
っ
て
も
小
さ
な
喧
嘩

で
治
ま
る
。
し
か
し
、
妹
の
幸
福
の
為
に
、
ど
う
し
て
私
の
不
幸
が
続
く
の
か
。

こ
の
姉
に
は

愛

が
な
い
。
当
然
で
あ
る
、

自
己
意
識
に
よ
っ
て
廓
行
き
を
決
定
し
た
の
で
は
な
く
、
自
分
の
意
識
で
は
な

く
、
親
に
売
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

日
常

鬼
灯
火
の
実
は
赤
い
よ

仲
間
同
士
、
憎
し
み
合
う
こ
と
あ
る
。
客
ば
取
ら
れ
て
、
お
稼
ぎ
減
っ

て
、
恨
む
よ
ヮ
。
裏
庭
の
お
こ
ん
さ
の
社
の
下
に
穴
ぁ
掘
っ
て
、
憎
げ
な
妓

の
名
ぁ
書
い
た
紙
、
埋
め
る
ん
さ
ネ
。
上
か
ら
、
足
で
、
ド
ン
ド
ン
踏
ん
つ

ぶ
し
て
、
憎
げ
憎
げ
、
お
ん
妓
憎
ゃ

口
ん
中
で
三
回
と
な
え
て
七
日
の

行
す
る
ん
だ
が
ネ
、
心
の
中
の
憎
し
み
、
み
ん
な
両
の
足
に
落
と
し
て
ャ
。

わ
だ
し
、
や
っ
た
が
ネ
。
穴
ぁ
掘
っ
た
れ
ば
、
誰
か
の
埋
め
た
紙
、
土
ぼ
ろ

け
に
な
っ
て
出
て
来
た
が
い
ネ
。
人
の
目
に
触
れ
ら
ば
、
効
き
め
ナ
シ

が
ョ
。
お
銭
払
い
の
良
か
客
取
ら
れ
り
ゃ
我
が
身
に
響
く
よ
っ
て
、
必
死
だ

わ
い
ネ
。

生
活
に
選
択
枝
も
な
く
、
体
を
張
っ
た
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
者
が
と
る
態
度
だ
と

思
え
る
。

日
常

鬼
灯
火
の
実
は
赤
い
よ

私
は
売
ら
れ
娘
で
も
売
ら
れ
る
ま
で
は
豊
か
な
暮
ら
し
で
し
た
。
廓
に
来

て
つ
い
と
親
の
暮
ら
し
の
良
か
時
代
の
事
を
言
い
ま
し
た
。
次
の
日
か
ら
仲

間
は
ず
れ
で
す
。
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
廓
で
は
貧
し
い
親
の
事

は
皆
平
気
で
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
だ
と
て
貧
し
さ
の
た
め
売
ら
れ

た
の
で
す
が
、
少
々
良
い
時
代
の
あ
っ
た
事
が
、
仲
間
に
ゃ
許
せ
ぬ
自
慢
話

に
聞
こ
え
た
の
だ
そ
う
で
し
た
。

多
く
は
思
春
期
や
青
春
期
に
売
ら
れ
た
年
を
思
え
ば
、
自
分
を
振
り
返
る
時
間

も
も
て
な
い
し
、
精
神
形
成
を
し
て
い
く
中
で
、
考
え
る
時
間
と
行
動
す
る
自
由

な
時
間
を
持
て
な
か
っ
た
事
が
、
相
手
の
話
を
聞
く
余
裕
を
保
持
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

大正時代の新町娼妓



日
常

娑
婆
恋
と
り

大
門
外
に
出
て
三
十
年
。
売
ら
れ
娘
以
前
の
シ
ロ
ト
に
な
っ
た
と
嬉
し
く

あ
り
ま
し
た
。
が
娑
婆
の
女
達
は
地
獄
の
鬼
で
あ
り
ま
し
た
。
要
ら
ぬ
探
り

を
入
れ
、
大
門
な
か
の
妓
の
な
れ
の
果
て
や
と
言
い
触
ら
し
て
、
そ
の
町
に

居
れ
ん
く
な
り
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
抜
け
出
た
い
と
願
ぅ
た
廓
時
代
、
血
の
小
便
で
生
き
た
ウ
ブ

イ
十
六
、
七
の
娘
時
代
、
売
ら
れ
娘
が
、
売
っ
た
親
を
恨
ま
ず
父
や
母
が
恋

し
い
て
泣
い
た
あ
の
頃
、
一
夜
に
四
人
、
五
人
の
お
下
働
き
で
慣
れ
ぬ
体

は
、
陽
の
登
る
頃
に
は
血
の
小
便
が
出
た
も
ん
で
ざ
ま
す
。
そ
れ
と
て
、
一

日
も
早
く
家
に
帰
ろ
ぅ
思
う
て
、
無
理
も
承
知
で
お
稼
ぎ
し
た
こ
と
。

ど
こ
の
町
に
行
こ
う
か
、
悲
し
い
心
細
い
気
持
に
な
っ
と
っ
た
日
、
昔
の

姉
女
郎
に
道
で
バ
ッ
タ
リ
、
ま
ぁ
そ
の
嬉
し
く
あ
り
ま
し
た
こ
と
、
地
獄
で

仏
い
う
言
葉
ぴ
っ
た
り
の
私
の
喜
び
。
姉
女
郎
に
従
ぅ
て
そ
の
家
に
訪
い
、

涙
が
無
ぅ
な
る
ほ
ど
泣
き
ま
し
た
、
口
惜
し
涙
、
嬉
し
涙
、
み
な
一
緒
く
た

の
涙
で
ざ
ま
す
。
そ
の
近
く
に
家
移
り
し
て
か
ら
が
私
の
娑
婆
人
の
シ
ロ
ト

の
は
じ
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。

思
春
期
や
青
春
期
の
頃
に
廓
に
来
て
、
籠
の
鳥
に
な
っ
た
こ
と
が
、
社
会
に
つ

い
て
も
、
自
己
の
洞
察
を
持
つ
こ
と
な
く
、
教
養
も
な
く
朽
ち
果
て
る
姿
が
現
実

だ
と
わ
か
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
、
社
会
は
貧
者
や
何
も
な
い
人
達
に
と
っ
て
厳
し
い
。

芸

鬼
追
い

哀
れ
、
哀
れ
で
、
自
分
を
哀
れ
思
う
暇
な
く
生
き
て
来
て
し
ま
っ
た
わ

ネ
。
三
味
の
筋
が
良
い
と
仕
込
ま
れ
ま
し
た
わ
ネ
。
滅
び
た
村
頭
の
じ
っ
ち

の
私
に
残
し
て
く
れ
た
三
味
の
血
筋
な
ん
で
し
ょ
か
ね
ぇ
。

廓
で
何
か
一
ツ
芸
が
有
れ
ば
他
の
姑
よ
り
は
鼻
が
高
く
、
そ
れ
で
女
将
さ

ん
に
は
重
宝
が
ら
れ
ま
し
た
。

一
つ
の
芸
が
身
を
助
け
た
例
で
あ
る
。

借
金

鬼
追
い

昭
和
二
十
五
年
、
お
そ
春
。

め
ん
こ
い
子
が
岩
手
在
か
ら
来
ま
し
た
の
ャ
。
一
年
年
季
一
万
円
で
、
五

年
約
束
五
万
円
。

な
ん
の
、
一
年
、
米
五
俵
弱
の
値
段
で
す
よ
ヮ

そ
の
他
、
汽
車
賃
、
世
話
人
礼
と
衣
装
、
布
団
そ
の
他
、
理
由
づ
け
が
ナ

ン
ジ
ャ
ラ
カ
ン
ジ
ヤ
ラ
で
、
六
万
二
千
円
の
借
財
。

遊
女
で
嫁
入
り
な
ど
、
千
人
に
三
人
も
居
ら
ぬ
そ
の
千
三
ッ
の
一
人
で
し

た
の
よ
ヮ
。

廓
に
売
ら
れ
た
悲
話
は
、
い
く
ら
で
も
あ
る
が

・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
射
止
め

た
遊
女
も
い
る
。

借
金

鬼
追
い

よ
ぅ
や
く
十
七
年
終
え
て
、
廓
を
出
よ
う
と
し
た
時
、
田
を
売
る
人
が
居
る

の
で
買
い
た
い
と
金
の
無
心
に
弟
が
来
た
、
腹
ぁ
立
っ
た
ね
。
八
年
の
約
束

が
十
三
年
、
そ
し
て
四
年
追
加
。
自
分
の
体
の
こ
と
考
え
、
あ
と
は
自
分
で

自
由
に
生
き
て
み
た
い
と
思
っ
た
と
き
の
こ
と
。

一
反
歩
一
万
円
だ
と
い
う
ん
さ
ネ
。
ま
と
め
て
無
理
や
っ
た
ら
月
払
い
で

も
い
い
と
抜
か
し
た
弟
み
て
口
惜
し
く
な
っ
た
ね
。



四
年
の
追
借
金
は
、
嫁
ど
り
と
親
の
葬
式
の
時
、
暇
貰
っ
て
村
に
帰
っ
て

葬
式
に
出
よ
う
思
っ
た
ら
、
葬
式
の
日
取
り
を
一
日
お
そ
く
教
え
お
っ
た
。

地
味
な
姿
り
し
て
村
に
行
っ
た
ら
、
前
の
日
に
葬
式
終
え
て
、
親
は
土
の

中
、
怒
っ
た
ネ
。

売
ら
れ
た
金
で
嫁
を
貰
う
た
め
の
費
用
や
田
畑
購
入
代
の
借
金
は
遊
女
に
は
こ

た
え
る
。
自
由
に
な
れ
な
い
腹
立
ち
さ
や
、
姉
の
こ
と
を
考
え
な
い
無
神
経
な
弟

に
怒
り
を
感
じ
て
い
た
。
親
の
葬
式
代
を
借
金
し
、
故
郷
に
帰
る
と
葬
式
は
終

わ
っ
て
い
た
。
弟
は
姉
の
姿
を
村
人
に
見
せ
た
く
な
か
っ
た
。

家
族
の
立
場

鬼
追
い

姉
さ
が
来
る
と
村
の
衆
の
口
う
る
さ
い
思
ぅ
て
、
人
の
集
ま
る
時
に
は

来
て
貰
い
と
ぅ
な
か
っ
た

と
。
都
合
の
良
い
時
だ
け
人
を
頼
っ
て
、
私
の

様
な
身
分
の
者
が
居
る
の
は
恥
だ
と
い
ぅ
ん
か
ぃ
。
怒
っ
て
墓
に
も
参
ら
ず

帰
っ
て
来
た
。

娘
を
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
は
、
一
口
に
言
う
と
金
が
な
い
。
村
人
は
そ

の
よ
う
な
事
情
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
金
の
な
か
っ
た
家
が
娘
を
売
っ
て
、
村
人

達
と
対
等
に
付
合
う
こ
と
に
面
白
く
な
い
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
金
の
成
る
木
の

姉
は
余
計
な
事
を
し
た
の
で
あ
る
。

家
族
の
立
場

娑
婆
恋
と
り

昔
遊
女
で
あ
っ
た
事
を
哀
し
い
と
は
思
う
が
恥
じ
て
は
居
ら
ん
ョ
。
無
事

平
穏
な
娘
時
代
を
過
ご
せ
な
ん
だ
事
は
と
っ
て
も
哀
し
い
と
は
思
ぅ
と

る
ョ
。
分
け
の
身
分
に
な
っ
た
時
、
帰
る
在
所
や
兄
弟
に
拒
ま
れ
た
事
も
哀

し
い
と
思
う
た
ョ
。
女
郎
が
辻

で
泣
く
だ
け
泣
い
て
、
平
気
な
顔
し
て

も
ど
り
廓
女
に
な
っ
た
日
、
あ
の
照
り
降
り
橋
を
渡
る
時
、
も
う
二
度
と
拒

む
所
に
ゃ
帰
ら
ん
と
心
決
め
し
た
そ
の
時
が
、
い
っ
と
う
哀
し
か
っ
た
よ

ネ
。
み
ん
な
一
度
は
そ
う
し
て
泣
い
て
、
も
ど
り
廓
女
に
な
っ
た
ん
だ
ョ
、

そ
れ
か
ら
強
ぅ
な
っ
て
、
今
日
ま
で
生
き
て
来
た
と
思
う
ョ
。

思
春
期
や
青
春
期
も
な
く
、
原
点
が
存
在
し
て
も
帰
れ
な
い
こ
と
、
兄
弟
か
ら

色
々
な
面
で
拒
否
さ
れ
た
事
実
に
彼
女
は
激
怒
し
た
が
、
そ
れ
な
ら
廓
に
住
む
ほ

う
が
遊
女
と
陰
口
を
云
わ
れ
な
い
だ
け
幸
福
だ
と
思
っ
て
い
る
。

善
意

鬼
追
い

先
代
住
職
は
、
廓
を
出
た
妓
に
、
寺
前
の
小
店
の
商
い
を
す
す
め
た
。

一
度
本
堂
に
収
め
ら
れ
た
線
香
や
ろ
う
そ
く
は
、
住
職
の
知
恵
で
小
店
に

逆
も
ど
り
し
て
、
ま
た
寺
参
り
の
客
の
手
に
渡
る
。

売
り
上
げ
で
小
店
の
女
は
、
一
人
生
き
る
以
上
の
お
銭
が
入
り
、
そ
の
日

暮
ら
す
に
は
不
自
由
な
く
過
せ
た
。

年
季
が
あ
け
廓
を
出
る
日
の
近
く
な
っ
た
頃
、
妓
は
何
の
手
職
も
持
た

ず
、
ど
ぅ
生
き
れ
ば
良
い
か
と
顔
色
蒼
く
気
病
み
し
て
居
た
時
、
先
代
住
職

が
、
そ
の
妓
の
た
め
に
知
恵
を
働
か
せ
た
仕
事
で
あ
っ
た
。

先
代
の
住
職
は
知
恵
の
あ
る
優
れ
た
人
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
接
客
で
身
に
つ

い
た
挨
拶
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
に
客
と
の
話
も
で
き
る
か
ら
、
遊
女
上

が
り
に
と
っ
て
申
し
分
の
な
い
仕
事
と
い
え
る
。

検
体

娑
婆
恋
と
り

先
生
が
、
棒
の
よ
う
な
先
に
多
分
綿
や
と
思
ぅ
た
で
す
が
、
そ
れ
の
つ
い

た
物
で
、
お
秘
所
の
中
、
グ
ル
リ
と
拭
き
と
り
ま
す
、
ソ
レ
が
調
べ
る
と
分

大正時代の新町娼妓



か
る
ん
だ
そ
ぅ
で
す
。
そ
の
あ
と
、
両
足
つ
け
根
の
グ
リ
グ
リ
を
、
手
で
触

れ
て
、
腹
の
あ
た
り
を
、
グ
ィ
と
押
し
て
、
ハ
イ
ヨ
シ
、
と
台
を
お
り
ま

す
。妓

達
は
み
な
素
人
女
の
看
護
婦
に
は
、
心
の
中
で
屈
辱
を
覚
え
、
そ
れ
が

何
と
も
一
番
厭
で
情
け
の
う
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
姓
か
ら
見
ら
れ
る
の
が
屈
辱
だ
と
云
え
る
彼
女
は
、
接
客

時
は
割
り
切

れ
て
も
、
他
の
行
為
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
姿
が
普
通
の
娘
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。

小
間
物

娑
婆
恋
と
り

小
間
物
屋
の
父
さ
ん
に
こ
そ
っ
と
注
文
し
た
ョ
。
ま
っ
か
い
パ
ッ
ク
リ

で
、
口
を
し
め
る
と
き
に
、
口
金
が
パ
キ
ン
と
オ
ト
の
す
る
が
ん
を
探
し
て

け
ら
い

っ
て
。

こ
の
話
し
も
同
世
代
の
娘
な
ら
同
じ
思
い
、
共
感
す
る
だ
ろ
う
し
、
子
供
の
心

か
乙
女
心
を
披
瀝
し
て
い
る
。

廓
ざ
れ
う
た

娑
婆
恋
と
り

廓
女
の
怖
い
も
ん

一
に
鬼
追
い

二
に
罰
金

三
は
親

で
四
は
遣
り

手

五
ォ
は
お
茶
引
き
姉
遊
女

六
は
甚
助
タ
コ
坊
主

七
に
呉
服
屋

八

検
体

九
は
苦
界
鳥
猫
怖
や

十
は
鳥
屋
行
き
腐
れ
鰻

こ
の
よ
う
な
話
し
は
廓
ご
と
に
あ
る
筈
で
あ
る
。
怖
い
順
番
や
内
容
も
少
し
変

化
す
る
が
、
ど
の
廓
に
行
っ
て
も
共
通
な
の
が

一
に
鬼
追
い

で
あ
る
。
親
に

売
ら
れ
、
自
由
を
束
縛
さ
れ
、
廓
中
に
い
る
間
は
、
娑
婆
に
出
た
ら
子
供
時
代
の

友
に
合
お
う
と
か
、
兄
弟
姉
妹
に
会
い
た
い
気
持
ち
や
親
の
墓
参
り
も
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
夢
想
は
廓
中
に
い
る
時
、
あ
る
い
は
、
外
に

出
て
、
初
め
て
夢
だ
つ
た
と
悟
る
。
彼
女
達
の
辿
る
道
は
、
廓
中
に
戻
り
働
く

か
、
廓
で
働
い
て
い
て
、
今
は
違
う
場
所
で
住
ん
で
い
る
廓
女
の
近
所
に
住
む
こ

と
に
な
る
。

四

あ
る
娼
妓
の
生
活
史

昭
和
遊
女
考（

）

と
云
う
本
に
出
会
っ
た
の
は
随
分
前
だ
っ
た
。
い
ま
改
め
て

奥
付
を
見
る
と
、
一
九
八
九
年
の
発
行
だ
か
ら
、
十
六
年
前
に
な
る
。
著
者
の
竹

内
智
恵
子
は
、
聞
き
書
き
に
よ
り
、
遊
女
の
生
活
を
食
事
・
歌
・
借
金
・
友
人
・

人
形
な
ど
を
題
材
に
描
き
だ
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
遊
女
関
係
の

本
と
云
え
ば
、
浮
世
絵
を
ヒ
ン
ト
に
簡
単
な
説
明
が
付
い
て
い
た
り
、
廓
の
一
般

的
な
説
明
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
遊
女
達
が
、
ど
う
し
て
年
季
が
明
け
て
も
や
め

な
い
の
か
、
ま
た
、
日
々
の
楽
し
み
、
宗
教
や
友
達
の
関
係
が
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
知
り
た
い
事
が
、
書
か
れ
て
い
な
い
の
が
常
だ
っ
た
。
こ
の

本
を
読
ん
で
か
ら
痛
痒
が
、
い
く
ぶ
ん
治
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

手
元
に
あ
る
史
料
に

（

）

目
を
移
す
と
、
大
正
二
年
十
月
か
ら
始
ま
り
、
大
正
四
年

九
月
ま
で
の
二
十
三
ヶ
月
の
記
録
で
、
娼
妓
揚
代
、
遊
客
名
並
び
に
経
費
が
記
載

さ
れ
て
い
た
。
文
書
に
記
入
さ
れ
て
い
る
事
項
を
一
瞥
す
る
と
、
遊
客
名
、
惣
揚

代
金
、
花
数
、
元
利
金
、
新
借
入
金
、
本
人
収
得
金
、
席
主
手
数
料
金
な
ど
が
並

ん
で
い
る
（
表

）。
一
目
み
て
意
味
が
わ
か
る
、
蛇
足
を
恐
れ
ず
簡
単
な
説
明

を
付
す
。



遊
客
名
は
、
云
う
ま
で
も
な
い
が
本
名
や
通
称
名
、
と
き
た
ま
、
ふ
ざ
け
た
珍

奇
な
名
前
を
記
入
す
る
者
が
い
る
。
惣
揚
代
金
は
、
日
々
客
を
取
り
、
一
ヶ
月
の

惣
花
数
と
一
本
の
線
香
代
金
を
乗
じ
た
金
額
で
あ
る
。
花
数
は
、
線
香
一
本
の
代

金
、
代
金
は
時
代
と
共
に
変
化
す
る
。
つ
ま
り
、
客
は
娼
妓
と
の
時
間
が
線
香
十

本
と
か
十
五
本
に
よ
っ
て
計
測
さ
れ
、
線
香
一
本
が
花
数

一
本

と
同
じ
で
あ

る
。
元
利
金
は
、
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
を
交
わ
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
借
用
金

で
あ
る
。
借
用
金
を
返
済
す
る
た
め
に
働
く
こ
と
に
な
る
。
新
借
入
金
は
、
娼
妓

の
親
が
借
金
の
申
込
み
、
娼
妓
本
人
が
病
気
な
ど
に
よ
り
金
が
必
要
に
な
り
借
金

を
申
し
込
む
こ
と
に
な
る
。
本
人
収
得
金
と
席
主
手
数
料
金
は
、
花
代
金
一
本

を
、
席
主
が
四
銭
本
人
が
七
銭
の
比
率
を
持
っ
て
、
惣
揚
代
金
に
乗
じ
る
。
こ
れ

も
、
時
代
に
よ
り
十
一
銭
が
四
銭
と
七
銭
。
十
五
銭
が
五
・
八
銭
と
九
・
二
銭
に

な
り
、
さ
ら
に
六
銭
と
九
銭
に
な
っ
て
い
く
。

花
一
本
が
十
一
銭
の
勘
定
だ
か
ら
、
花
が
増
え
る
程
、
客
と
一
緒
に
い
る
時
間

が
長
い
。
従
っ
て
、
収
入
も
増
加
し
、
借
用
金
の
返
済
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
現
実
は
厳
し
く
本
人
が
病
気
に
な
り
、
医
薬
品
な
ど
の
金
が
必
要
と
な

り
、
前
借
り
し
借
金
が
増
え
る
。

石
井
の
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
が
不
明
だ
か
ら
、
年
季
・
契
約
し
た
月
日
が
わ
か

ら
な
い
。
笠
谷
が
営
業
し
て
い
る
貸
座
敷
業
と
契
約
し
た
女
性
の
年
齢
は
、
二
十

代
が
中
心
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
二
十
五
歳
と
し
て
、
五
年
契
約
で
三
十
歳
が
年
季

明
け
に
な
る
。
大
正
二
年
十
月
に
二
百
円
近
い
借
金
が
あ
り
、
十
一
ヶ
月
で
五
十

円
を
返
済
し
て
い
る
。
こ
の
ペ
ー
ス
で
い
く
と
四
年
は
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

一
体
、
遊
郭
と
名
の
付
く
場
所
は
、
鬼
が
棲
む
場
所
な
の
か
、
慈
悲
な
ど
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
石
井
は
笠
谷
と
名
乗
る
貸
座
敷
業
を
営
む
業
者
と

契
約
し
た
。

石
井
が
稼
い
だ
お
金
は
、
全
部
手
元
に
残
る
と
思
い
こ
ん
で
い
た
が
、
一
部
分

し
か
手
元
に
残
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
、
そ
の
筈
で
娼
妓
に
か
か

る
直
接
経
費
は
、
賦
金
・
食
費
・
浴
湯
費
・
衣
装
代
及
び
損
料
・
寝
具
損
料
・
理

髪
費
・
諸
消
耗
品
・
席
費
・
廓
費
・
利
子
・
内
借
入
金
な
ど
で
、
賦
金
は
廓
に
か

か
る
税
金
で
、
遊
女
も
支
払
い
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
阪
府
布
令

集
三（

）

に
よ
る
と
、
明
治
十
三
年
四
月
十
五
日
営
業
税
雑
種
税
中
種
類
制
限
ノ
改

正
、
幇
間
芸
妓
壱
ヶ
年
金
四
拾
弐
円
以
内
。
明
治
十
三
年
七
月
十
三
日
営
業
税
雑

種
税
賦
課
規
則
改
正
、
芸
妓
ハ
月
税
上
等
金
三
円
五
拾
銭
、
中
等
金
三
円
、
下
等

金
弐
円
五
拾
銭
ヲ
賦
課
ス
。
明
治
十
三
年
八
月
十
日
娼
妓
席
貸
営
業
規
則
、
第
五

項
営
業
鑑
札
所
持
中
ハ
毎
一
月
ノ
賦
金
、
左
ノ
如
シ
、
一
金
三
円
、
娼
妓
。
明
治

十
四
年
六
月
二
十
五
日
娼
妓
並
席
貸
賦
金
徴
収
規
則
、
娼
妓
一
ヶ
月
賦
金
三
円
五

拾
銭
。
明
治
十
六
年
六
月
十
六
日
区
部
営
業
税
雑
種
税
課
目
課
額
、
芸
妓
一
等

一
ヶ
月
税
金
四
円
、
二
等
一
ヶ
月
税
金
三
円
と
な
っ
て
い
る
。
以
後
、
大
正
年
間

ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。

食
費
に
つ
い
て
は
、
朝
昼
晩
と
一
日
三
食
あ
る
。
浴
湯
費
は
、
文
字
通
り
風
呂

の
こ
と
で
、
遊
廓
内
に
設
置
し
て
あ
り
、
毎
日
化
粧
前
に
入
浴
す
る
。
大
正
元
年

の
入
浴
料
は
、
三
銭
、
同
六
年
で
四
銭
だ
か
ら
、
廓
内
の
浴
湯
費
は
安
い
と
、
云

え
る
。
理
髪
費
は
頭
髪
の
手
入
れ
代
。
理
髪
料
金
に

（

）

つ
い
て
も
同
様
で
、
大
正
三

年
で
二
十
銭
、
同
九
年
で
三
十
銭
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
町
の
理
髪
は
散
髪
・
顔

剃
り
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
廓
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
髪
の
直
し
と
か
、

大正時代の新町娼妓



席 費 廓費 利 子 合計金 本人収得金 内 借 入 金 差 引 き
元金に入れ

円 銭 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭返金
円 銭 銭 円 銭 円銭 円 銭 円 銭不足 右不足分ハ

大正 年
月分ニテ返
金ス

円 銭 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭薬代 返金ナシ
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭薬代 円 銭返金
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭薬代 円也返金
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円也薬代 円也返金
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭薬代 返金ナシ
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭不足 右ハ 月引

ニテ返金
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 銭薬代 返金ナシ
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭薬代 返金ナシ
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭不足 右ハ 月引

ニテ返金
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 銭薬代 返金ナシ
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円薬代 円也返金
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭不足 右金ハ 月

引ニテ返金
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 差引き返金ナシ
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭不足 右不足金ハ

月分ニテ
返金ス

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭不足 右不足金
月分ニテ返
金ス

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭薬価代 差引き返金ナシ
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭不足 右不足金ノ

内金 円
銭 月分ニ
テ 返 金 ス
残り 円
銭不足は
月分ニテ返
金ス

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭
差引き返金
ナシ

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭返金ス 差引き返金
ナシ

円 銭 円 銭 円銭 円 銭 円 銭不足 右金大正
年 月分ニ
テ返金ス

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 厘 円 銭 厘
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年 号 賦 金 食 費 浴湯費 衣装代
及損料 寝具損料 理髪費 諸消耗品 通信費

其他雑費
大正 年 月 円 銭 円 銭 銭 円 銭 円 銭 銭 円 銭
大正 年 月 円 銭 口 円 銭 銭 円 銭 銭 銭 円 銭

大正 年 月 円 銭 円 銭 銭 円銭 円 銭 銭 円 銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円銭 円 銭 円銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭

大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭

大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 銭 円銭

大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭

大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円銭
大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭薬

代及び小使

大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭薬
価代及び小
使

大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

大正 年 月 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

表



シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
費
用
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

衣
装
代
及
び
損
料
は
、
大
正
時
代
だ
か
ら
着
物
が
対
象
と
な
る
、
襦
袢
・
帯
・

細
ひ
も
・
足
袋
な
ど
、
損
料
に
つ
い
て
は
、
衣
装
に
関
係
す
る
も
の
を
借
り
て
い

た
。
こ
の
衣
装
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
高
価
な
衣
装
を
買
わ
せ
て
、
借

金
を
嵩
ま
し
、
年
季
を
あ
け
に
く
く
し
て
い
る
。
寝
具
損
料
に
つ
い
て
は
、
布
団

や
布
団
カ
バ
ー
、
枕
な
ど
の
寝
具
を
借
り
て
い
る
。
諸
消
耗
品
も
口
紅
や
刷
毛
、

紙
代
な
ど
日
常
使
用
す
る
も
の
。

席
費
に
つ
い
て
は
、
お
座
敷
に
か
か
る
費
用
の
内
、
幾
分
か
を
積
み
立
て
て
い
た
。

大
正
二
年
十
一
月
に
娼
妓
の
石
井
が
、
病
気
に
な
っ
た
。
こ
の
月
の
売
上
げ
は

な
い
。
こ
の
影
響
は
同
年
十
二
月
に
も
出
て
い
て
、
労
働
日
数
は
少
な
か
っ
た

（
表

）。
こ
の
た
め
、
労
働
日
数
に
連
動
し
て
い
る

賦
金

浴
湯
費

寝

具
損
料

理
髪
費

席
費

な
ど
は
他
の
費
用
と
同
じ
よ
う
に
変
動
し
て
い
る

が
、
廓
費

は
変
化
し
て
い
な
い
。
大
正
三
年
一
月
の
石
井
は
、
一
月
十
七
日

に
入
院
し
て
同
二
十
三
日
ま
で
休
み
、
二
十
三
日
に
退
院
し
た
。
つ
ま
り
五
日
間

休
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

賦
金

食
費

浴
湯
費

寝
具
損
料

理
髪
費

席
費

の
の
六
項
目
を
見
る
と
、
浴
湯
費

は
一
日
二
銭
、
（

）

五
日
間
と
し
て

十
銭
と
な
る
。

寝
具
損
料

も
一
日
十
銭
だ
か
ら
、
五
日
間
で
五
十
銭
と
な
る
。

理
髪

費

も

浴
湯
費

と
同
じ
、
席
費

は
一
日
あ
た
り
三
十
三
銭
三
十
三
に
な

る
が
、
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
賦
金

は
廓
に
か
か
っ
て
く
る
税
金
だ
か
ら
、

本
来
廓
の
経
営
者
が
支
払
う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
娼
妓
の
頭
数
に

振
り
分
け
て
い
る
。

食
費

も
一
日
あ
た
り
二
十
三
銭
三
十
三
に
な
る
が
、
単
純
に
平
均
化
し
て

い
な
い
。
廓
の
計
算
と
し
て
一
ヶ
月
七
円
と
し
て
、
三
十
日
・
三
十
一
日
で
も
そ

れ
な
り
の
賄
い
を
し
て
い
た
。
食
事
内
容
の
い
い
日
も
あ
れ
ば
、
一
日
一
食
の
日

も
あ
る
。
五
円
七
十
五
銭
二
十
五
の
勘
定
は
石
井
が
食
べ
た
実
費
で
あ
る
。

五
娼
妓
の
誕
生

風
呂
敷
き
に
包
ま
れ
た
粗
末
な
着
物
は
、
母
親
が
自
分
の
晴
着
を
仕
立
て
直
し

娘
に
持
た
せ
た
も
の
で
あ
る
。
娘
が
着
て
い
る
着
物
の
裾
は
、
膝
が
や
っ
と
隠
れ

る
く
ら
い
で
、
姉
か
ら
の
お
下
が
り
だ
か
ら
丈
も
短
い
。
中
年
の
男
に
連
れ
ら
れ

て
大
阪
に
や
っ
て
来
た
。
着
い
た
場
所
は
、
西
区
の
新
町
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
は
、
新
町
廓
と
云
わ
れ
た
有
名
な
所
で
あ
る
。
維
新
後
は
名
前
を

変
え
て
、
貸
座
敷
業

と
し
て
営
業
し
て
い
る
。
仕
事
の
内
容
は
維
新
前
と
変

わ
ら
な
い
。

手
元
に
戸
籍
謄
本
と
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
が
あ
り
、

（

）

九
名
の
娼
妓
の
条
件
を
並

べ
て
見
る
と
、
娘
を
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
親
の
無
念
と
、
何
も
言
え
ず
に
頷

く
娘
の
心
情
が
あ
っ
た
。

花
名
は

み
ど
り

と
云
う
。
昭
和
三
年
七
月
二
十
三
日
の
娼
妓
稼
業
契
約

証
書
を
見
る
と
、
公
正
証
書
借
用
金
額
千
六
百
五
十
円
で
売
ら
れ
た
こ
と
に
な

る
。
昭
和
二
年
同
四
年
の
銀
行
員
の
初
任
給
は
七
十
円
、

（

）

大
正
十
五
年
か
ら
昭

和
十
二
年
の
公
務
員
の
初
任
給
は
七
十
五
円
で
あ
る
。
年
に
九
百
円
、
賞
与
は

別
で
あ
る
。
公
務
員
の
初
任
給
か
ら
み
る
と
二
倍
に
及
ば
な
い
。
期
間
は
五



大正時代の新町娼妓

表

石井の労働日、なしは客がなかった日
大正 年 月 ［ ］
大正 年 月 ［ ］
大正 年 月 書類なし
大正 年 月 入院［ 日まで休み］ 退院

大正 年 月 なし なし なし

大正 年 月

大正 年 月 なし

大正 年 月 なし なし なし
休み なし なし なし

大正 年 月 なし なし なし

大正 年 月 なし なし
なし なし

大正 年 月 なし なし なし

大正 年 月 なし なし なし

大正 年 月 なし 空白 なし
なし なし

大正 年 月

大正 年 月 なし なし
なし

大正 年 月 なし

大正 年 月 なし なし
なし なし

大正 年 月

大正 年 月

大正 年 月 なし なし

大正 年 月 なし

大正 年 月 なし なし なし

大正 年 月 なし なし
なし なし

大正 年 月 なし
［ ］

〔 〕は史料が欠けている。



年
、
花
代
十
五
銭
の
う
ち
、
娼
妓
の
取
り
分
は
九
銭
二
厘
、
借
用
金
利
子
は
月

一
分
二
厘
と
な
っ
て
い
る
。

花
名
は

音
丸

と
云
う
。
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
を
見
る
と
、
借
用
金
額
千

八
百
五
十
円
で
売
ら
れ
た
。
期
間
は
五
年
、
花
代
十
五
銭
の
う
ち
、
娼
妓
の
取

り
分
は
九
銭
二
厘
。

花
名
は

貞
奴

と
云
う
。
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
を
見
る
と
、
借
用
金
額
千

八
百
円
で
売
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
期
間
は
五
年
、
花
代
十
五
銭
の
う
ち
、
娼

妓
の
取
り
分
は
九
銭
二
厘
。

花
名
は

豊
子

と
云
う
。
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
を
見
る
と
、
借
用
金
額
八

百
円
で
売
ら
れ
、
期
間
は
四
年
六
ヶ
月
、
花
代
十
五
銭
の
う
ち
、
娼
妓
の
取
り

分
は
九
銭
二
厘
、
公
正
証
書
借
用
金
利
子
は
月
一
分
二
厘
五
毛
。

花
名
は

君
子

と
云
う
。
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
を
見
る
と
、
借
用
金
額
千

四
百
円
で
売
ら
れ
、
期
間
は
五
年
、
花
代
十
五
銭
の
う
ち
、
娼
妓
の
取
り
分
は

九
銭
、
公
正
証
書
借
用
金
利
子
は
月
一
分
二
厘
五
毛
。

花
名
は

勇

と
云
う
。
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
を
見
る
と
、
借
用
金
額
千
六

百
円
で
売
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
期
間
は
五
年
、
花
代
十
五
銭
の
う
ち
、
娼
妓

の
取
り
分
は
九
銭
、
公
正
証
書
借
用
金
利
子
は
月
一
分
二
厘
五
毛
。

花
名
は

初
江

と
云
う
。
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
を
見
る
と
、
借
用
金
額
七

百
円
で
売
ら
れ
た
。
期
間
は
五
年
、
花
代
十
五
銭
の
う
ち
、
娼
妓
の
取
り
分
は

九
銭
二
厘
、
公
正
証
書
借
用
金
利
子
は
月
一
分
二
厘
五
毛
。

花
名
は

花
里

と
云
う
。
娼
妓
稼
業
契
約
証
書
を
見
る
と
、
借
用
金
額
千

五
百
円
で
売
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
期
間
は
五
年
、
花
代
十
五
銭
の
う
ち
、
娼

妓
の
取
り
分
は
九
銭
二
厘
、
公
正
証
書
借
用
金
利
子
は
月
一
分
二
厘
五
毛
。

花
名
は

此
花

と
云
う
。
大
正
七
年
一
月
十
九
日
の
娼
妓
稼
業
契
約
証
書

を
見
る
と
、
借
用
金
額
六
百
二
十
五
円
で
売
ら
れ
、
期
間
は
五
年
、
花
代
十
一

銭
の
う
ち
、
娼
妓
の
取
り
分
は
七
銭
、
更
に
大
正
八
年
五
月
十
七
日
に
六
百
円

を
借
り
、
続
く
大
正
八
年
九
月
十
一
日
に
九
百
円
、
大
正
九
年
十
一
月
に
五
百

円
と
二
年
十
ヶ
月
で
借
金
が
二
千
六
百
円
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
し
く
無

情
な
親
で
あ
る
。

（

）
大
阪
市

大
阪
市
史
第
五

清
文
堂
、
昭
和
四
十
年

（

）
佐
古
慶
三

大
阪
町
名
考

関
西
信
託
、
大
正
十
五
年

（

）
蘇
武
緑
郎

浪
花
遊
里
風
俗
篇

大
鳳
閣
書
房
、
昭
和
六
年

（

）
大
阪
市

大
阪
市
史
第
一

清
文
堂
、
昭
和
四
十
年

（

）
大
阪
市

大
阪
市
史
第
二

清
文
堂
、
昭
和
四
十
年

（

）
垣
貫
一
右
衛
門

商
工
技
芸
浪
華
の
魁

明
治
十
五
年

（

）
堀
部
朔
良

大
阪
穴
探

堀
部
朔
良
、
明
治
十
七
年

（

）
上
方
郷
土
研
究
会

郷
土
研
究
上
方

号

創
元
社
、
昭
和
八
年

（

）
竹
内
智
恵
子

鬼
追
い

未
来
社
、
一
九
九

年

（

）
竹
内
智
恵
子

鬼
灯
火
の
実
は
赤
い
よ

未
来
社
、
一
九
九
一
年

（

）
竹
内
智
恵
子

娑
婆
恋
と
り

未
来
社
、
一
九
九
二
年

（

）
竹
内
智
恵
子

昭
和
遊
女
考

未
来
社
、
一
九
八
九
年

（

）
娼
妓
文
書

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館

（

）
大
阪
府
史
編
集
室

大
阪
府
布
令
集
三

大
阪
府
、
昭
和
四
十
六
年

（

）
週
刊
朝
日
編

値
段
史
年
表
明
治
・
大
正
・
昭
和

朝
日
新
聞
社
、
昭
和
六
十

三
年

（

）
週
刊
朝
日
編

新
・
値
段
の
明
治
大
正
昭
和
風
俗
史

朝
日
新
聞
社
、
平
成
二

年


